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Chapter1　映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特性(1) 映像ﾒﾃﾞｨｱ‐拡大する視覚と知覚
1. ‘映像’という言葉の誕生

(1) 「 映像 :  image 」（大きくわけて）　２つの意味で用いられる。（「」は日本国語大辞典1972-76の２項）

a) 形而下の意味（光学的・物理的意味）　「光線の屈折や反射などによって映し出された。像。」

b) 形而上の意味（心理的意味）　「頭の中に描き出されるもののすがたやありさま。イメージ」

(2)　1874年（明治7年）　『物理日記』（大阪理学所の外人教師リッテルの物理・化学講義録）

訳者　市川盛三郎が創案、「凸レンズノ映像」「暗箱ノ映像」等と。他、1875-1914年の間に27冊で使用。

(3)　1907年（明治40年）『辞林』金沢庄三郎

映像＝「光線の屈折又は反射によりて、物像の現出すること。又、其現出したる物像。」

(4) 1916年（大正５年）夏目漱石　『明暗』

「彼の頭の中は纏まらない断片的な映像（イメジ）のために絶えず往来された。」

【以上(2)～(4)は坂本浩,「映像」という言葉の成立,映像学第６２号（1999.5.25）,pp.5-20による】
2.「映像コミュニケーション」とは

(1) 言語によらないコミュニケーション＝非言語コミュニケーション（nonverbal communication）である。
　　　 ＊言葉や文字によらないで、表情・動作・姿勢・音調・接触などによって行われるコミュニケーシ
　　  ョン=ノン-バーバル-コミュニケーション(NVC)について研究することである。

(２)　言語＝ディジタル情報（言語と対照とが1：1の関係.抽象的概念を示す）

映像＝アナログ情報（対象との関係は１：Ｘの関係.具体的対象を示す）

(3)　コミュニケーション＝ラテン語「コンモン」にする＝共有するの意味＝平等・民主的概念

　　＊映像メディアを活用して、人間と社会の幸福にするための方法について考えることである。

  (4) 現代社会に大きな位置を占める映像メディアに対する「リテラシー」を育むこと。

3.映像コミュニケーションの2つの機能　

　(1)        機能：映像によって事物や事象を具体的に理解・把握することができる機能のこと
(2)        機能：映像によって感性的・感情的な影響をうけたり、動機づけられたりする機能のこと

＊映像コミュニケーションの参照機能について言われること

  a.「__________は_________に如かず」（漢書－趙充国伝）
　b.「______________の経験は_____________の理論にまさる」(ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｭｰｲ「民主主義と教育」1916年)

(注：１オンス＝28.35ｇ)
　c.「書物は間もなく学校において、時代遅れのものになります。映画は学習者にとって目となるもの　

です。人間の知識のすべての分野で、映画による教育が可能となります。われわれの学校制度は10年以内に完全に変わると思います。」（______________________1910年）
4.映像資料上映

『肉眼の世界をこえて』ナショナルジオグラフィックス[ほかより抜粋]

16ミリ映画『Powers of Ten』チャールズ・イームズ＆レイ・イームズ　1977年
ロバートゼメキス監督『コンタクト～特別篇～』冒頭部分　1997年
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Chapter1　映像メディア-拡大する視覚と知覚

1. ‘映像’という言葉の誕生

  「 映像 :  image 」という言葉は（大きくわけて）　２つの意味で用いられる。

(a)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(b)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2.映像コミュニケーションとは

　　　　　
言語によらないコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。
3.映像コミュニケーションの2つの機能　

　　　(1) 　　　　　　　　機能：
　　　　映像によって事物や事象を具体的に理解・把握することができる機能のこと
　　(2) 　　　　　　　　機能：
　　　映像によって感性的・感情的な影響をうけたり、動機づけられたりする機能のこと
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Chapter1　映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの特性(1) 映像ﾒﾃﾞｨｱ‐拡大する視覚と知覚
1.自己紹介-伊藤敏朗＆自己紹介にかえて発表「2002年度1年I組図書館利用案内ビデオ」

2.情報大学の映像教育のポリシー（プリント）
3.映像メディアの不思議さと面白さ

　「私たちが知っているつもり、考えたつもりでいることのおおくは、直接的な体験よりも、映像メディアから大きな情報を得ています。それによって理解し、感動したり、慰められたり、勇気づけられ、自分のつぎの行動の動機や指針となるし、ややもすると、メディアがばらまくイメージの氾濫の前に、自分を見失ってしまいそうにもなります。私たちは社会や未来にたいするイメージをどう構築すべきなのか、自分をどうイメージしていくのか、自分は何をしたくて、どうなりたいのかという姿を主体的に確立していくことが大切です。映像コミュニケーションについて考えるとは、自分と社会の発見のための道のりであるともいえそうです。」

4.映像コミュニケーションを学ぶ方法

　＊勉強には苦しく学ぶ方法も楽しく学ぶ方法もあるが、ここでは楽しく学びたい＝協力の呼びかけ

　＊理論よりも、実際に映像を観て・感じること。

　＊今後の予定についてのガイダンス

　＊本を読むよりも、授業に出て、観るということ-したがって出席すること・集中して観ることが最も優先事項
　　　→私語の厳禁・出席重視
5.「ビデオ制作演習」の履修方法についてガイダンス

6.あらためて「映像コミュニケーション」とはなんであろうか。

　＊プリント3　「参照機能」と「情動機能」ということを覚えてもらいたい。

　→最初は「参照機能」から入る。映像メディアによって拡大する現代人の「視覚」と「知覚」

7.ビデオ上映（「肉眼の世界を超えて」短縮構成）
「映像メディアは、人類の科学と文明の産物であり、映像メディアが肉眼をこえた知覚の拡大をもたらし、さらに科学文明、社会文化の発展に寄与してきました。[ビデオ上映：ナショナルジオグラフィックス『肉眼の世界をこえて』ほか・部分]写真発明以前の馬の写生画には、おおく観られるのですが、往時のひとびとにとって、馬が走って脚をひらいているときは、4本の脚が空中に浮いていると信じられていました。1870年代、エドワード・マイブリッジが24台のカメラを横にならべて、馬の走行の連続撮影に成功し、馬の脚がひらくときには脚が地面に着いていることを示しました。馬の走るスピードくらいになると、すでに人間の肉眼ではその事象を正しくとらえることはできないのです。1898年、ドイツの生物学者、ビルフェルム・ステファーは、11日間にわたるエンドウ豆の成長を撮影して、数十秒間に縮めて見せることに成功しました。くねくねと蛇のように身をよじって成長していくエンドウ豆の姿。そのほかにも、映像メディアの発達により、顕微鏡撮影や、スローモーション、コマ撮り、Ｘ線、ＣＧなどによって、さまざまな事物や事象が可視化され、人類におおくの発見や認識をもたらしました。」

8.16ミリ映画『Powers of Ten』と、DVD『コンタクト』

　　「この映画では、最初、カメラは地上の人物をとらえていますが、次第に上昇していく。大気圏を脱し、宇宙から見た地球の姿へ、さらに太陽系、銀河系を脱して宇宙の果てへ遠ざかる。つぎにカメラはこれまでの経路を逆にたどり、地球にもどり、人物の体細胞のなかへ潜り込む。細胞の中にひろがる内宇宙、分子、原子の構造へと迫る。わずか10分の映像によって、宇宙から物質の組成へと連なる構造性が理解され、観る人の知覚・概念が拡大されるのです。[映画上映：チャールズ＆レイ・イームズ『Powers of Ten』1977]。

つづいて、1997年のロバート・セメキス監督の映画『コンタクト』の冒頭部分を見てみましょう。ここでも、カメラが宇宙へと遠ざかっていくシーンがあり、まるで『Powers of Ten』のイメージのリメイクのようです。『コンタクト』のこのシーンはＣＧを駆使しており、カメラの動きの滑らかさ、宇宙空間のリアルな表現が美しい。[ビデオ上映：ロバートゼメキス監督『コンタクト～特別篇～』1997]２つの映像を比較すると、この間の映像表現技術の進歩がよくわかりますが、この『コンタクト』という映画は、コミュニケーションというものについて考えさせられるヒントがおおく含まれていると思われ、後日あらためてとりあげたいと思います。」
